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平成 23 年 2 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 3 月 31 日に公表しました「平成 23 年 2 月期（平成

22 年 2 月 16 日～平成 23 年 2 月 15 日）」の業績予想（連結・個別）を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．通期業績予想の修正（平成 22 年 2 月 16 日～平成 23 年 2 月 15 日） 

 ①連 結 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 22 年 3 月 31 日） 
106,000 1,320 1,660 200 17.65

今回修正予想 （Ｂ） 100,600 770 1,150 10 0.88

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △5,400 △550 △510 △190 

増 減 率 （％） △5.1 △41.7 △30.7 △95.0 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 22 年 2 月期） 
104,964 1,232 1,527 △443 △39.14

 ②個 別 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 （Ａ） 

（平成 22 年 3 月 31 日） 
97,700 1,470 1,810 580 51.19

今回修正予想 （Ｂ） 93,500 1,030 1,410 390 34.42

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △4,200 △440 △400 △190 

増 減 率 （％） △4.3 △29.9 △22.1 △32.8 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 22 年 2 月期） 
96,928 1,453 1,780 29 2.62

 

 

 

 

 



 
２．通期業績予想の修正理由 

第 2 四半期連結累計期間の業績において、当社グループ（当社及び連結子会社）は、

①店舗力の強化（現場中心のマネジメント体制の確立による営業組織の活性化）、②店舗

オペレーションの効率化（徹底したセルフ売場づくり ― タスクフォース主導によるレ

イアウト・売場変更による買いやすい売場の実現など）、③販売手法の変更（EDLP 化への

シフトなど）を行い、既存店活性化対策に努めてまいりました。 

しかしながら、ヘルス＆ビューティ商品の販売強化に伴う健康食品や調剤部門の売上

の伸びはあったものの、花粉の飛散量が前年から減少したことによる季節商材の販売不

振や前期の新型インフルエンザ関連特需の反動等の影響で、販売が低迷いたしました。 

また利益面におきましても、販売費及び一般管理費は計画を下回ったものの、売上総

利益の減少を補うには至りませんでした。 

この結果、平成 22 年 9 月 22 日に公表のとおり、第 2四半期累計期間の業績（連結・

個別）を下方修正いたしました。 

第 3 四半期以降も、個人消費は引き続き厳しい環境が続くと予想され、当社グループ

にとっても厳しい経営環境が想定されます。 

そのような環境の中、当社グループは引き続き、①店舗力の強化、②店舗オペレーシ

ョンの効率化、③販売手法の変更を行い、既存店活性化対策に取り組んでまいります。 

さらに、経費につきましても、より一層の効率的な活用と削減に努めてまいります。 

しかしながら、通期の業績予想につきましては、第 2四半期累計期間の減少分を吸収

するのは難しいと判断することから、連結・個別ともに、上記「１．通期業績予想の修

正」のとおり、前回発表予想を変更いたします。 

なお、通期の個別業績の修正につきましては、主として、連結業績と同一の要因によ

るものであります。 

また、平成 22 年 8 月 26 日付で公表の「株式会社ソシオンヘルスケアマネージメント

の株式取得（子会社化）に関するお知らせ」にございますように、同社株式取得による

通期業績に及ぼす影響は軽微であると見込んでおります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した 

ものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果とな 

る可能性があります。 

 
以  上 

 


